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１ 

 

 
 
 

住
民
の
視
点
か
ら
考
え
た
避
難
計
画
に
必
要
な
情
報
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
の
二
に
基
づ
い
て
、
原
子
力
事
業
者
、
国
の
行
政
機
関
、

地
方
公
共
団
体
や
そ
の
長
な
ど
に
よ
る
原
子
力
災
害
予
防
対
策
、
緊
急
時
対
応
対
策
お
よ
び
原
子
力
災
害
事
後
対
策
（
以
後
、

原
子
力
災
害
対
策
）
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針
を
定
め
て
い
る
。 

 

原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
い
て
避
難
計
画
を
作
る
の
は
地
方
公
共
団
体
だ
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
以
後
、
一
Ｆ
）
事
故
を
経
験
し
た
住
民
の
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

避
難
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て 

 
 

一
Ｆ
事
故
に
お
け
る
住
民
避
難
で
最
も
重
要
な
教
訓
は
、
避
難
に
必
要
な
情
報
を
住
民
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

避
難
に
必
要
な
情
報
の
考
え
方
に
つ
い
て 

 
 

東
日
本
大
震
災
後
に
成
立
し
た
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
定
め
る
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
」
で
は
、
避
難
に
関
し
て
は
、
「
『
災
害
に
は
上
限
が
な
い
』
こ
と
、
津
波
災
害
に
対
す
る



 

２ 

 

備
え
の
必
要
性
を
多
く
の
国
民
が
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
最
大
規
模
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
避
難
等
に
よ
り

『
な
ん
と
し
て
も
人
命
を
守
る
』
と
い
う
考
え
方
で
対
策
を
講
ず
る
こ
と
の
重
要
性
、
歴
史
と
経
験
を
後
世
に
伝
え
て
今
後

の
津
波
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

「
最
大
規
模
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
お
い
て
も
採
用
す
べ
き
だ
が
、

実
際
に
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
で
は
、
原
子
力
災
害
に
お
け
る
環
境
へ
の
放
射
性
物
質
放
出
の
量
が
、
最

大
で
も
一
Ｆ
事
故
の
約
百
分
の
一
し
か
想
定
し
て
い
な
い
。 

 
 

避
難
計
画
を
考
え
る
上
で
の
出
発
点
は
、
最
大
規
模
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
、
住
民

が
安
全
に
避
難
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

避
難
に
必
要
な
情
報
と
は
何
か
に
つ
い
て 

 

１ 

原
子
力
災
害
対
策
指
針
は
「
原
子
力
災
害
と
は
、
原
子
力
施
設
の
事
故
等
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
異

常
な
放
出
に
よ
り
生
じ
る
被
害
を
意
味
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
「
異
常
」
な
放
出
と
は
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
こ
と
を

言
う
の
か
。 

 

２ 

原
子
力
災
害
に
よ
る
被
ば
く
を
住
民
が
避
け
る
に
は
、
個
々
の
住
民
が
、
最
大
限
ど
こ
ま
で
避
難
す
れ
ば
よ
い
か
を
、



 

３ 

 

予
め
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
か

を
最
も
具
体
的
に
予
想
で
き
る
の
は
原
子
力
事
業
者
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
政
府
は
、
原
子
力
事
業
者
に
対
し
、
自
ら
が
設
置
し
た
原
子
力
施
設
で
原
子
力
災
害
が
起
き
た
場
合
に
、
放

射
性
物
質
が
拡
散
し
得
る
最
大
限
の
範
囲
を
、
気
象
条
件
も
考
慮
し
た
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
公
開
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

 

３ 

新
潟
県
の
事
故
検
証
を
通
し
て
、
二
〇
一
六
年
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
一
Ｆ
事
故
で
は
、
当
時
、
東
京
電
力
社
内

に
あ
っ
た
原
子
力
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
炉
心
溶
融
の
定
義
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
全
電
源
を

喪
失
し
て
か
ら
環
境
中
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
ま
で
の
時
間
を
想
定
し
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 
 

原
子
力
発
電
所
周
辺
に
暮
ら
す
住
民
に
と
っ
て
は
、
原
子
炉
に
異
常
が
起
き
た
場
合
に
、
異
常
が
起
き
た
時
点
か
ら
環

境
中
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
が
起
き
る
ま
で
の
時
間
は
、
予
め
知
る
べ
き
不
可
欠
な
情
報
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

環
境
中
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
の
始
ま
り
か
ら
の
経
過
予
想
は
、
原
発
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
の
住
民

が
い
つ
避
難
を
始
め
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
の
住
民
が
い
つ
ま
で
屋
内
退
避
を
し
、
い
つ
避
難
を
開
始



 

４ 

 

し
た
ら
よ
い
か
の
判
断
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 
情
報
を
得
る
手
段
に
つ
い
て 

 

１ 

原
子
力
災
害
が
起
き
た
場
合
に
原
発
周
辺
住
民
が
避
難
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
の
手
段
は
、
地
方
公
共
団
体
の
策

定
す
る
地
域
防
災
計
画
（
避
難
計
画
）
の
中
で
、
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
政
府
は
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

２ 

原
子
力
災
害
が
起
き
、
避
難
す
る
際
、
地
域
防
災
計
画
（
避
難
計
画
）
で
予
定
さ
れ
て
い
た
通
信
手
段
が
失
わ
れ
、
情

報
途
絶
状
態
に
陥
っ
た
場
合
、
住
民
は
何
が
で
き
る
と
政
府
は
考
え
て
い
る
の
か
。 

五 

避
難
に
必
要
な
燃
料
に
つ
い
て 

 
 

一
Ｆ
事
故
か
ら
の
避
難
で
は
、
避
難
路
が
渋
滞
し
、
ま
た
避
難
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
の
入
手
が
困
難
で
無
用
な
被
ば
く
を

し
た
、
さ
せ
た
と
の
悔
し
い
思
い
や
不
安
が
多
く
の
住
民
に
残
っ
て
い
る
。 

 
 

内
閣
府
原
子
力
防
災
の
「
よ
く
あ
る
御
質
問
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
「
Ｑ
十
四
．
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
、
「
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
に
関
し
て
は
、
そ
の
物
資
所
管
官
庁
で
あ
る
経
済
産
業

省
が
、
あ
ら
か
じ
め
燃
料
の
調
達
体
制
を
整
備
し
、
災
害
時
に
は
関
係
事
業
者
、
関
係
業
界
団
体
な
ど
の
協
力
等
に
よ
り
、

供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
ま
で
の
供
給
が
確
保
さ
れ
る



 

５ 

 

こ
と
と
、
個
々
の
利
用
者
が
調
達
で
き
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。 

 

１ 
政
府
は
、
再
稼
働
し
て
い
る
大
飯
原
発
、
高
浜
原
発
、
川
内
原
発
、
伊
方
原
発
の
緊
急
時
対
応
を
確
認
し
た
原
子
力
防

災
会
議
で
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
燃
料
の
調
達
体
制
の
整
備
と
関
係
事
業
者
お
よ
び
関
係
業
界
団
体
と
の
協
力
供
給
体
制

を
確
か
め
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
確
か
め
た
の
か
。 

 

２ 

政
府
は
、
右
の
原
子
力
防
災
会
議
で
、
個
々
の
住
民
が
避
難
に
必
要
な
十
分
な
ガ
ソ
リ
ン
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
得
ら

れ
る
の
か
の
具
体
的
な
情
報
が
、
地
域
防
災
計
画
（
避
難
計
画
）
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
の
か
。 

 

３ 

原
子
力
災
害
が
起
き
て
、
ど
こ
へ
行
け
ば
避
難
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
を
迅
速
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
予
め
周
知

徹
底
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
住
民
は
安
心
が
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

避
難
時
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て 

 
 

地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
中
に
は
、
避
難
時
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る

が
、
避
難
に
か
か
る
時
間
を
推
計
し
て
い
る
だ
け
で
、
被
ば
く
と
の
関
連
性
が
な
い
。
住
民
が
必
要
と
す
る
の
は
、
ど
の
程

度
被
ば
く
す
る
か
を
関
連
づ
け
た
被
ば
く
時
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 



 

６ 

 

七 

避
難
に
必
要
な
情
報
に
関
す
る
公
聴
会
等
に
つ
い
て 

 
 

「
原
子
力
施
設
の
事
故
等
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
異
常
な
放
出
に
よ
り
生
じ
る
被
害
」
を
避
け
る
た
め

に
、
現
在
の
避
難
計
画
で
安
心
を
感
じ
る
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
よ
り
安
全
な
避
難
が
で
き
る
と

感
じ
る
か
に
つ
い
て
、
公
聴
会
を
開
い
た
り
、
意
見
募
集
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


